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A25 
日本産シロウリガイ類の時代的変遷とその要因 

 

天野和孝（上越教育大学） 

 

 

日本産シロウリガイ類は後期始新世以降に出現して以来，その属構成や地理的分布は地質時代と共に

変化してきた（天野, 2010, 2014）。化石では Pliocardia Woodring, 1925, Hubertschenckia Takeda, 1953, 

Pleurophopsis Van Winkle, 1919, Archivesica Dall, 1908, Calyptogena Dall, 1891 が記載されている（Amano 

& Kiel, 2007; Amano et al., 2019）。このうち，現生している Archivesica， Calyptogena，Pliocardia は形

態学的, 解剖学的, 分子生物学的に単系統群とされている（Johnson et al., 2017）。Hubertschenckia は後

期始新世～前期漸新世に生息し，北海道と紀伊半島から産出している。Pleurophopsis は北米ワシントン

州に最古の記録があり，日本最古の記録は高知県の後期漸新世〜前期中新世から知られ，前期～中期中

新世に太平洋側，日本海側で栄えた。また， Pliocardia も前期～中期中新世に日本海側, 太平洋側で報

告されている。Calyptogena と Archivesica は後期中新世以降広く分布している。Calyptogena はアラスカ

の前期漸新世に最古の化石が知られ，後期中新世～前期鮮新世および中期更新世に日本海側のみから化

石記録が知られる。一方，Archivesica は紀伊半島の前期中新世の地層から最古の記録が知られ，西南日

本太平洋側を中心に後期中新世～現在まで生息している。こうした属組成の変化や地理的分布の特徴は

地球規模の寒冷化, 日本海の形成・閉鎖化に伴う環境変化と関係している可能性がある。 
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